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会計年度任用職員制度交渉妥結
期末手当等の支給要件等の変更について当事者のご意見を
報酬等については現行水準を確保。

今後、年休や療養休暇など勤務条件についての交渉を継続
　県労連は5月24日、会計年度任用職員制度について幹事団交渉を行い、３頁記載のとおり合意しました。
　幹事団交渉で政金県労連議長は、「臨任・非常勤職員が意欲を持って働けるよう交渉にあたってきた。会計年度任用職員制度交渉については、今後も引き続き詳細を検討する必要がある。また、これまでの交渉で、行政補助員が事務補助の範囲にとどまらない業務を行っているなどの意見もあり、こうしたことについても話し合っていきたい。あわせて、臨任・非常勤職員の処遇改善に向けた取り組みについて、当局には誠意を持って対応いただきたい。」と述べました。

これに対して大久保労務担当局長は、「了解をいただいたので、今後6月議会で説明し、9月議会で条例提案をしたい。引き続き制度の詳細などについて話し合っていきたい。また、確定交渉においても、臨任・非常勤職員全体の課題を話し合っていくものと考えている。」と回答しました。

この日の交渉で、条例化に向けた大枠については合意しましたが、行政補助員の業務の在り方や関連する報酬の上限設定など、自治労県職労は今後も確定闘争を含めて粘り強く恒常的に改善を求めていきます。

期末手当等の支給要件・支給率について
　また、期末手当等の支給要件・支給率については、次のＡ案、Ｂ案のいずれかとすることとし、2週間程度検討することを確認しました。

　Ｂ案では、勤務時間的には、3日／週⇒2日／週となり対象者が増えますが、任期としては、1月以上⇒6月以上となり、今まで加給の対象だった任期6月未満の者が対象から除外されます。
　自治労県職労としては、そもそも県の都合で細切れに雇用している現在の雇用形態を見直し、長期雇用とすべきと考えていますが、今期その見直しができないのであれば、「加給が無くなる」という大きな損害を被る者がいる以上、現行制度を維持すべきと考えます。

　該当する皆さんのご意見、勤務実態等をぜひお聞かせください。（6月の第2週には結論を出す予定。）

	Ａ案：「任期1月以上・週3日以上勤務の者」（現行制度）

Ｂ案：「任期6月以上・週2日以上勤務の者」


今後も引き続き交渉を継続する主な課題
（１）任用
〇組合の主張
・名簿登載方式を導入すべき。
・「第2希望、第3希望」の扱いを検討すべき。
・現在行政補助員として1年目、2年目の職員、その他非常勤職員を継続雇用すること。
（２）休暇等
〇組合の主張
・勤務時間数にかかわらず、会計年度任用職員は同一または同等の制度とすべき。
・会計年度任用職員であることから、年休は年度管理とし、繰越しは、常勤職員の仕組みと同様、1年間経過したときの残日数を翌年度に繰り越すこと。
・現在雇用されている非常勤等職員の年休の残日数を会計年度任用職員に繰り越すこと。
・雇用に間がある場合でも、勤務年数を通算すること。
・療養休暇について、「同一労働同一賃金ガイドライン」では、「有期雇用労働者にも労働契約が終了するまでの期間を踏まえて同一の付与を行わなければならない。」としている。
・有期雇用・短時間であっても、再任用職員については90日間の有給である。
・特別休暇について、国の非常勤職員については、退勤時の交通遮断等が予想される場合の特別休暇を認めている。同様の措置をすべきである。
会計年度任用職員制度小委員会報告（抜粋）
３　給付(基本的な考え方)
[フルタイム会計年度任用職員]
※本県ではフルタイムを運用しない方向で検討中。
[パートタイム会計年度任用職員]
　・報酬、費用弁償及び期末手当の支給対象とする。
　・移行後の日々雇用職員は、賃金ではなく報酬の支給対象とする。
４　給付（フルタイム会計年度任用職員）
　・本県ではフルタイムを運用しない方向で検討するが、制度としては構える（規定上の整備は行う。）。
５　給付(パートタイム会計年度任用職員)
[報酬額表]
　・常勤職員の給料表を基礎に算出している現行の基準報酬額表をベースとした会計年度任用職員報酬額表（「新報酬額表」）を作成する。
・新報酬額表の月額は、常勤職員給料表の特定の号給額を勤務時間(週29時間)で割落とした額とする。その額に地域手当相当分及び「その他手当相当分」の額を別途加算し、報酬として支給することとする。
・「単価協議:」「給与上の措置」のうち、新報酬額表の額に「その他手当相当分」の額を加算する対応が可能なものは、新報酬額表適用に移行する。
・新報酬額表は基準報酬額表１（行（1）行政補助員など）の６種12区分を基本とする。
［職務の級］
　・現状どおりとする。
［基礎額及び上限額］
　　一般事務（技術）
・総務省マニュアルに沿った制度設計とし、基礎号給（最低額）は行（1）１級１号給を参照することとし、最高号給（上限額）は（本県のⅠ種試験（一般事務・技術）採用者の初任給（調整後）である）行(1)１級29号給を参照（現行どおり）とする。
　　その他の職種
・行(1)を参照する一般事務（技術）との均衡を考慮し、総務省マニュアルを踏まえ今後検討。
[号給調整]
　　・新報酬額表の適用号給は、学歴や経験年数を考慮し、常勤職員の初任給計算に準じて決定する。
　(例)パートタイム会計年度任用職員（週29時間勤務）としての勤務歴は３号／年換算とする。
[期末手当]
　・現行の加給のうち、期末手当相当分は「期末手当」として支給する。
　・期末手当の支給月数及び支給基礎額は常勤の例を基本とする。
　・支給要件（任用期間、週当たりの勤務時間）及び勤務期間に応じた支給率は、次のＡ又はＢのいずれかとすることとし、引き続き検討する。(表面参照)
 [勤勉手当相当分]
　・現行の加給のうち、勤勉手当相当分は、期末手当と併せて引き続き報酬（加給）として支給することとし、支給月数及び支給基礎額は常勤の勤勉手当の例を基本とする。
　・支給要件（任用期間、週当たりの勤務時間）及び勤務期間に応じた支給率は、次のＡ又はＢのいずれか（期末手当と同じ、表面参照）とすることとし、引き続き検討する。
[その他手当相当分など]
　・次の①～④について、手当相当分として（報酬として）支給。
①時間外勤務手当、②特殊勤務手当、③地域手当、
④初任給調整手当
　・費用弁償として、通勤手当相当分及び旅費相当分を支給。
[改定時期など]
　・常勤職員の給与改定に伴う新報酬額表の改定は、翌年４月１日時点で実施する。（現行どおり）
　・日額・月額・時間額の区分は、現行どおりとする。
　・報酬支給日は今後検討する。
６　勤務時間
　・日々雇用職員についても会計年度任用職員（パートタイム）へ移行する。
勤務時間は週29時間以内とする。
　・４分の３非常勤職員については現行どおり。
７　休暇等
[総論]
・現行の４分の３非常勤職員と基本的に同様とする。
同一労働同一賃金の観点から、取得要件、取得日数等を見直す。
[年次休暇]
　・現行の４分の３非常勤職員と基本的に同様とする。
任命権者をまたぐ場合の継続勤務の取扱いについては今後検討。
[その他の休暇]
　・パートタイム会計年度任用職員に移行した日々雇用職員については、現行の４分の３非常勤職員と同様の扱いとする。
　・同一労働同一賃金の観点に加え、個別の休暇制度について以下の点も踏まえ今後検討。
　　子の看護休暇・短期介護休暇
　・国は無給だが、本県は勤務時間数に応じて一部有給としている。
　　私傷病による療養休暇
　・国は無給だが、本県は一部有給としている。
[その他の勤務条件等]
　・育児休業関係、部分休業関係と所定外労働の免除並びに時間外労働及び深夜勤務の制限関係については、現行の４分の３非常勤職員と同様とする。
８　営利企業等従事許可
　・パートタイム会計年度任用職員には、地公法第３８条が適用されなくなるため、対応を検討。
９　解雇予告手当
　・試用期間は１月となり、正式採用しない場合でも職員の責に帰すべき事由があるとき以外は解雇予告手当を支給する義務が生じる。
10　懲戒処分
　・常勤と同様に取扱う。
11　社会保険及び労働保険の適用
　・現状どおり（特に変更点なし）とする。
12　健康診断及び厚生福利
　・現行の４分の３非常勤職員と基本的に同様の扱いとする。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































